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ご あ い さ つ

　平素より福岡ひびき信用金庫をお引立て頂き、心より厚く御礼申し上げます。
　本年も、ディスクロージャー誌「ANNUAL REPORT 2025  業務のご案内」を
作成致しました。弊金庫の経営方針や業務の内容、業績などをご紹介致しており
ますので、ご高覧頂き、弊金庫へのご理解を一層深めて頂ければ幸甚に存じます。
　令和６年度の日本経済は、新たな局面を迎えた一年となりました。多くの産業
で業況が改善し、特に円安を背景とした外国人観光客が日本各地に押し寄せたこ
とから、宿泊や飲食などインバウンド消費に関連したサービス業が活況を呈しま
した。また、製造業でも、海外経済の回復などに支えられ、輸出が持ち直しました。
　こうした動きを受けて、多くの企業では収益が増加し、その成果は労働者にも
しっかりと還元され、令和６年春闘の賃上げ率は33年ぶりとなる高水準となり、
多くの家計で収入が伸長しました。この「賃金と物価の好循環」により、日本銀
行は10年以上に及んだ異次元緩和に終止符を打ち、「金利ある世界」にむけた第一
歩を踏み出しました。株式市場でも、日経平均株価がバブル期の最高値を超えて
ついに４万円台に達するなど、「失われた30年」からの脱却を印象づける動きも見
られました。
　一方で、海外情勢の不安定化が鮮明となりました。欧州では、ウクライナ戦争
の長期化が周辺諸国へ更なる影響を及ぼしており、その影響の一端としてドイツ
やフランスなどでは右派勢力の台頭により政治情勢の混乱が顕在化してきました。
また、アメリカでは、自国中心主義を掲げるトランプ氏が大統領に返り咲き、通
商政策や環境・エネルギー政策などで政策転換が見られており、世界経済に影を
落とす状況となっています。
　このような金融経済環境を背景に、令和６年度は、中期経営計画「Break 
Beyond Brave ～ 次の100年へ ～」を新たに策定し、お客さまにより一層寄り添
いながら、持続可能な地域社会の実現に向けて、役職員一丸となって取り組んで
まいりました。
　その結果、令和6年度の弊金庫の業績は経常収益25,380百万円 （対前期比36.6％
増）、経常費用23,880百万円（対前期比42.5％増）、経常利益1,499百万円（対前
期比17.3％減）、当期純利益913百万円（対前期比28.2％減）となりました。
　また、期末の自己資本比率は国内基準の4％を大きく上回る10.70％、不良債権
比率は2.66％となりました。
　今後も、健全経営、経営基盤の一層の強化、地域社会の繁栄のため役職員一同
専心して努めてまいります。今後ともなお一層のご支援、ご協力を賜りますよう
心よりお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年６月27日

理事長　　井 倉　　 眞
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